
おもシロ！城郭つうしん 第４回 

「村瀬家文書稲富流
いなとみりゅう

の謎」 

 

 10 月 1 日から松本城天守２階に「文字が象がんされた小筒」を展示してあり

ます。「一夢」と刻まれた火縄銃で、「一夢」とは日本で一番古い砲術とされる稲

富流を完成させた「稲

富一夢」のことを示し

ています。なぜそれが

わかるかといいます

と、「一夢」の下に書か

れた花押
か お う

の形から判

断ができるのです。 

 この火縄銃は稲富

流で使う銃の特徴が

ないのですが、江戸時

代に稲富一夢にあこ

がれて象がんがされ

たのでしょうか。それ

ほど稲富流は一流の

砲術でした。 

 この砲術が松本平でも受け継がれていたことが、松本城所蔵の村瀬家文書か

らわかります。その中でとっておきの文書を紹介します。 



この文書は砲術を伝える者として認めたもので、認めた人物は稲富
いなとみ

無清
む せ い

、認め

られた人物は古川
ふるかわ

長兵衛尉
ちょうべえいのじょう

です。そして伝えられた砲術は稲富流と考えられ

ます。古川長兵衛尉が稲富流の教えにもとづいて一生懸命に修行をしたのでし

ょうか、伝承者として認められています。また、今後同じような人が現れたらそ

のこころざしのとおり砲術を伝えることを誓っています。 

注目されるのは稲富無清という人物です。稲富を名のっていることから一夢

と関係がある人と思われますが、今のところ村瀬家文書だけに見られる名前で

す。一夢の父親には砲術が伝えられていません。また、一夢には子供がいません。 

今のところ無清は謎の人物です。調べる意欲がわいてきます。 
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